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2016年3月21日、上海市人民政府は上海市社会保険納付比率の調整を公布しました。企業側の納付比率が

2.5％減少することになります。同変更は今年1月1日より実施し、今年既に支払った社会保険料の超過部分は後

日返却することとなります。具体的な変更点は下記の通りです。 

 

① 従来社会保険料の納付比率について 

 

 現地法人負担料率（対給与） 個人負担料率（対給与） 

養老保険 2１％* 8％ 

医療保険 11％* 2％ 

失業保険 1.5%* 0.5％* 

生育保険  1％* － 

労災保険 0.5％ － 

住宅公積金 7％ 7％ 

合計 42％ 17.5％ 

 

② 今回変更後の納付比率について 

 

 現地法人負担料率（対給与） 個人負担料率（対給与） 

養老保険 20％* 8％ 

医療保険 10％* 2％ 

失業保険 1%* 0.5％* 

生育保険  1％* － 

労災保険 0.5％ － 

住宅公積金 7％ 7％ 

合計 39.5％ 17.5％ 

 

今年の全国人民代表大会で、中国経済が冷え込み、企業の経営状況が厳しくなっていることに対し、多く

の意見が出されました。今般の各地域の社会保険納付比率引下げは、中国政府の規制緩和政策の一環

と見られます。 
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